
- - -

）

3

事業番号 60 35 10 1 成果説明書・掲載事業 ○

事業シート（概要説明書）

基本的な
施策の方向

施策番号 作成責任者 岩田 和久

公民館費

事 業 名 中央公民館管理運営費 担当課 公民館

総合戦略施策名
基本目標 担当係 中央公民館

科　　目 款 10 教育費 項 4 社会教育費 目

事業開始年度 昭和47年度

根拠法令等 社会教育法・富津市公民館及び市民会館の設置及び管理等に関する条例、条例施行規則

実施の背景
　社会教育法に基づき、市民のための自主的な学習活動の場所を提供するため、昭和47年度に
中央公民館を開館した。

事務区分 自治事務 ○ 法定受託事務

目　　的 　施設の安全性を確保し、適切な管理と効率的な運営により、市民の利用促進を図る。

事
　
業
　
概
　
要

対　象 市民
対象者数(全住民に対する割合)

40,402 人（ 100.0 ％

実施方法

直接実施 ○ 業務委託 一部委託 ○ 指定管理

実施主体

貸付 貸付先

委託先・指定管理者 株式会社佐生

直接補助 間接補助 補助先

関連事業

その他 その他の内容

事　業　内　容 （金額を含めた予算の執行内容）

１．概　要　講演、発表会、講座、会議、サークルなど、幅広く活用されている施設の維持管理
２．業　務　施設の消防設備、浄化槽設備の点検業務をはじめ警備、清掃、管理業務、建物管理（修繕）
３．区分別　利用件数・人数　　サークル数：44団体

４．利用件数・人数の推移

【中央公民館管理運営費】17,563,094円
●報酬　　　　　　　     　401,200円　公民館運営審議会委員報酬
●報償費                    23,800円  公民館運営審議会委員報償費
●旅費  　   　　　　       40,260円　公民館運営審議会委員費用弁償
●需用費　　　　　     　6,526,365円　消耗品、Ａ重油・灯油、光熱水費、浄化槽ばっ気ブロワ修繕　他
●役務費    　　  　　     346,976円  電話料、切手代、浄化槽検査手数料、建物総合損害共済　他
●委託料  　　　　　     7,149,650円  管理・警備・清掃・各種設備保守点検等業務委託
●使用料及び賃借料　　     954,932円　土地借上料、放送受信料
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　モップ・マット・AED・複合機・印刷機・構内電話設備機器借上料
●工事請負費             1,129,700円  多目的室空調設備設置工事
●備品購入費　　　　       978,211円　簡易組立式赤ちゃん休憩室、空気清浄機、シュレッダー、草刈機
●負担金補助及び交付金      12,000円　君津地方公民館連絡協議会負担金　他

単年度用
R4決算用

学級 サークル 講習

件数 100 816 59 21 113 2 1 3 303 1,418

人数 1,191 6,638 700 2,045 1,359 6 63 547 5,306 17,855

検診

予防注射
発表会 その他 合 計区 分

講習会・研修会・実習等
文化事業 一般会議 相談等

件数 人数 件数 人数 件数 人数 件数 人数 件数 人数

1,418 17,855 1,426 13,567 879 8,018 1,187 14,296 1,721 23,004

令和４年度 令和３年度 令和２年度 令和元年度 平成30年度
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事業番号 60 35 10 1 成果説明書・掲載事業 ○

事業シート（概要説明書）

公民館費

事 業 名 中央公民館管理運営費 担当課 公民館

科　　目 款 10 教育費 項 4 社会教育費 目

単年度用
R4決算用

[ 単位：千円 ] 令和５年度（予算） 令和４年度（決算） 令和３年度（決算） 令和２年度（決算）

コ
　
ス
　
ト

事
　
業
　
費

(

人
件
費
を
除
く

)

合　計 17,234 17,563 12,729

委託料 7,099 需用費 6,526

備品購入費 978
使用料及び

賃借料
738

人
件
費

合　計 2.40 人 11,406 2.40 人 11,406

その他 1,212

13,019

内　訳

需用費 7,112 委託料 7,150 委託料 6,141 委託料 6,423

需用費 4,071 需用費 4,269
使用料及び

賃借料
1,002 工事請負費 1,130 工事請負費 1,056 備品購入費 1,238

工事請負費 809 報酬 211

2.50 人 12,320 2.80 人 12,408

その他 878その他 1,779 その他 723

8,938

臨時職員等 1.20 人 2,270 1.20 人 2,270 1.20 人

9,136 1.30 人 10,022 1.20 人正職員 1.20 人 9,136 1.20 人

2,298 1.60 人 3,470

総事業費 28,640 28,969 25,049 25,427

財
　
源

合　計 17,234 17,563 12,729 13,019

国県支出金
1,387 374

その他特財
2,025 1,026 1,326 132

その他特財の内容 公共施設等マネジメント基金繰入金、中央公民館使用料、雑入

国県支出金の内容 コロナ臨時交付金

地方債 1,100 1,000

令和３年度 令和２年度

講習会・研修会・実習等利用件数 件 975 983 597

一般財源 15,209 14,050 11,029 11,887

活動実績

活動指標名（実績値/目標値） 単位 令和４年度

文化事業・発表会利用件数 件 24 16 0

令和２年度

公民館利用件数 件 1,418 1,426 879

1,846 3,171

令和４年度 令和３年度

単位当たりコスト 総事業費 ／ 公民館利用人数 円 1,622

事
業
実
績

事業の自己評価

　市民の自由な憩いの場や学習の場としての公民館の管理・運営を行った。
　また、公民館運営審議会による各種公民館事業の調査審議を諮り、文化活動やスポーツ・レ
クリエーション活動等を行った。
　新型コロナウイルス感染症予防対策のうえ主催事業や貸館を行い、利用件数は前年度と同程
度、利用者数は前年度より増加した。

比較参考値

その他
特記すべき事項

公民館利用者数 人 17,855 13,567 8,018

事
業
成
果

成果目標
　生涯学習の基盤であり、社会教育施設の中核でもある公民館の適正な管理・運営と施設の充
実を図り、市民の利用促進を図ることが目的であるため、公民館の利用件数と利用人数を成果
とした。

成　果

成果指標名（実績値/目標値） 単位
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事業番号 60 35 13 1 成果説明書・掲載事業 ○

事業シート（概要説明書）

基本的な
施策の方向 ② 自慢できる地域力を高める 施策番号 6 作成責任者 岩田 和久

公民館費

事 業 名 中央公民館学級・講座関係費 担当課 公民館

総合戦略施策名
基本目標 ＿２自分のくらす地域を好きになる 担当係 中央公民館

科　　目 款 10 教育費 項 4 社会教育費 目

事業開始年度 昭和47年度

根拠法令等 社会教育法

実施の背景 　学級・講座を通じて教養の向上、健康を増進し、もって市民の福祉の向上を図る。

事務区分 自治事務 ○ 法定受託事務

目　　的
　市民の教養の向上、健康の増進、情操の純化を図り、生活文化の振興、社会福祉の増進に寄
与する。

事
　
業
　
概
　
要

対　象 市民
対象者数(全住民に対する割合)

40,402 人（ 100.0 ％

実施方法

直接実施 ○ 業務委託 一部委託 指定管理

実施主体

貸付 貸付先

委託先・指定管理者

直接補助 間接補助 補助先

関連事業

その他 その他の内容

事　業　内　容 （金額を含めた予算の執行内容）

１．概要　中央公民館が主催する講座等の企画・立案を行い、受講者を募集して開催した。
２．業務　年間を通して講座を実施し、地域性を活かした多様な学習機会の場を提供する。
３．学級・講座開催状況

　

【中央公民館学級・講座関係費】
          451,086円
●報償費  385,000円　各種学級・講座講師謝礼
●需用費   53,094円　消耗品
●役務費   12,992円　切手代

単年度用
R4決算用

№ 講　座　名 回数 人数 № 講　座　名 回数 人数

1 いきいき健康体操教室 9 159 11 みんなのプログラミング教室 5 82

2 園芸教室 8 120 12 大人のわらべ歌講座 6 91

3 シルバー生きがい学級 4 39 13 シニアのためのスマホ・タブレット講座 1 17

4 さわやか女性セミナー 6 116 14 子どもチャレンジ教室 2 19

5 折り紙教室 8 49

6 キルト教室 10 97

7 外国人のための日本語教室 24 142

8 子ども折り紙教室 4 142

9 フラダンス教室 8 89

10 ＩＣＴ教室 5 29 100 1,191合　　計
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事業番号 60 35 13 1 成果説明書・掲載事業 ○

事業シート（概要説明書）

公民館費

事 業 名 中央公民館学級・講座関係費 担当課 公民館

科　　目 款 10 教育費 項 4 社会教育費 目

単年度用
R4決算用

[ 単位：千円 ] 令和５年度（予算） 令和４年度（決算） 令和３年度（決算） 令和２年度（決算）

コ
　
ス
　
ト

事
　
業
　
費

(

人
件
費
を
除
く

)

合　計 685 451 421

需用費 72 需用費 53

人
件
費

合　計 1.70 人 6,077 1.70 人 6,077

296

内　訳

報償費 600 報償費 385 報償費 340 報償費 226

需用費 68 需用費 57

役務費 13 役務費 13 役務費 13 役務費 13

1.90 人 7,694 2.10 人 8,250

5,214

臨時職員等 1.20 人 2,270 1.20 人 2,270 1.20 人

3,807 0.70 人 5,396 0.70 人正職員 0.50 人 3,807 0.50 人

2,298 1.40 人 3,036

総事業費 6,762 6,528 8,115 8,546

財
　
源

合　計 685 451 421 296

国県支出金

その他特財
その他特財の内容

国県支出金の内容

地方債

令和３年度 令和２年度

公民館学級・講座開催回数 回 100 80 46

一般財源 685 451 421 296

活動実績

活動指標名（実績値/目標値） 単位 令和４年度

学級・講座受講者募集等広報配布部数 部 2,700 2,700 2,700

令和２年度

事業満足度の向上（全体事業） ％ 90/90 100/90 －/90

101,438 185,783

令和４年度 令和３年度

単位当たりコスト 総事業費 ／ 学級・講座開催回数 円 65,280

事
業
実
績

事業の自己評価

　学級・講座事業は、新型コロナウイルス感染症対策のうえ実施した。
　前年度に比べ、新型コロナウイルス感染症が収束してきたこともあり、参加者が増えた。
　今後は、市民の生活課題や地域社会の共通課題を把握するとともに、多様化している市民の
ニーズに対応した学級・講座を開設しつつ、学校や各種団体等とも連携し、誰もが参加しやす
い環境づくりが課題となる。

比較参考値

その他
特記すべき事項

※学級・講座受講者募集広報配布部数内訳
回覧数1,900部×1回＋生涯学習情報提供誌配布部数800部＝2,700部

事業満足度の向上（シルバー生きがい学級） ％ 93/90 －/90 －/90

公民館学級・講座参加者数 人 1,191 849 452

事
業
成
果

成果目標
　公民館が主催する学級・講座の参加者にアンケートを実施し、内容の満足度を調査する。
　（全体集計値及び、高齢者を対象とした学級講座の値を対象とする）

成　果

成果指標名（実績値/目標値） 単位
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事業番号 60 35 15 1 成果説明書・掲載事業 ○

事業シート（概要説明書）

基本的な
施策の方向 ② 自慢できる地域力を高める 施策番号 4 作成責任者 岩田 和久

公民館費

事 業 名 市民文化祭事業 担当課 公民館

総合戦略施策名
基本目標 ＿２自分のくらす地域を好きになる 担当係 中央公民館

科　　目 款 10 教育費 項 4 社会教育費 目

事業開始年度 昭和48年度

根拠法令等 社会教育法

実施の背景
　市民の生涯学習・芸術文化活動などの成果を発表する機会を提供し、参加者が相互に交流す
ることで、より豊かな地域社会をつくるため実施する。

事務区分 自治事務 ○ 法定受託事務

目　　的
　市民自ら芸術活動に親しみ、その活動を促進するため、市民及び各種団体が一堂に集い、日
頃の活動成果を発表し、市民相互の親睦と融和を図りながら地域文化の向上に資する。

事
　
業
　
概
　
要

対　象 市民
対象者数(全住民に対する割合)

40,402 人（ 100.0 ％

実施方法

直接実施 業務委託 一部委託 指定管理

実施主体 富津市民文化祭実行委員会

貸付 貸付先

委託先・指定管理者

直接補助 ○ 間接補助 補助先 富津市民文化祭実行委員会

関連事業

その他 その他の内容

事　業　内　容 （金額を含めた予算の執行内容）

１．概要　富津市民文化祭2022　令和4年10月28日（金）～10月30日（日）
　      　テーマ『 ～ みんなでつなぐ富津の歴史　みんなでつくるあったかふっつ ～ 』
　

２．業務　各会場の出演者・出展者が富津市民文化祭実行委員会を組織し、主体となって実施する。
【市民文化祭事業】     　602,087円
●市民文化祭事業交付金 　800,000円　富津市教育振興事業補助金
●残額戻入             △197,913円　精算後の残額を市へ戻入

単年度用
R4決算用

10/28(金) 10/29(土) 10/30(日) 合計

展示部門 59 99 202 360

小　計 59 99 202 360

音楽の集い 450 - - 450

子どもまつり - - 3,165 3,165

催し部門 - - 267 267

展示部門 222 230 1,153 1,605

小　計 672 230 4,585 5,487

音楽の集い 218 - - 218

芸能部門 - - 320 320

催し部門 73 77 216 366

展示部門 134 273 583 990

小　計 425 350 1,119 1,894

音楽の集い 150 - - 150

芸能部門 - 162 - 162

催し部門 - 200 - 200

展示部門 244 418 211 873

小　計 394 780 211 1,385

1,550 1,459 6,117 9,126合　　計

会　場 事 業 内 容
参　観　者　数

総合社会体育館

富津公民館

中央公民館

市民会館
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事業番号 60 35 15 1 成果説明書・掲載事業 ○

事業シート（概要説明書）

公民館費

事 業 名 市民文化祭事業 担当課 公民館

科　　目 款 10 教育費 項 4 社会教育費 目

単年度用
R4決算用

[ 単位：千円 ] 令和５年度（予算） 令和４年度（決算） 令和３年度（決算） 令和２年度（決算）

コ
　
ス
　
ト

事
　
業
　
費

(

人
件
費
を
除
く

)

合　計 800 602 171

人
件
費

合　計 1.90 人 9,888 1.90 人 9,888

0

内　訳

負担金補助
及び交付金

800
負担金補助
及び交付金

602
負担金補助
及び交付金

171
負担金補助
及び交付金

0

1.20 人 5,774 0.70 人 5,214

5,214

臨時職員等 0.80 人 1,513 0.80 人 1,513 0.60 人

8,375 0.60 人 4,625 0.70 人正職員 1.10 人 8,375 1.10 人

1,149 0.00 人 0

総事業費 10,688 10,490 5,945 5,214

財
　
源

合　計 800 602 171 0

国県支出金

その他特財
その他特財の内容

国県支出金の内容

地方債

令和３年度 令和２年度

市民文化祭実行（準備）委員会議開催回数 回 5 5 0

一般財源 800 602 171 0

活動実績

活動指標名（実績値/目標値） 単位 令和４年度

市民文化祭開催日数 日 3 0 0

令和２年度

展示部門出展数 点 2,083/2,000 0 0

0 0

令和４年度 令和３年度

単位当たりコスト 総事業費 ／ 参観者数（延べ人数） 円 1,149

事
業
実
績

事業の自己評価

　令和2年度、3年度が新型コロナウイルス感染症の影響により中止となり、3年ぶりの開催で
あったが、その間に活動を休止していた団体もあり、参観者数が前回（令和元年度）の13,299
人に比べて大きく減少した。
　今後は、活動が停滞した団体に対して積極的な活動を促すことが課題となる。

比較参考値

その他
特記すべき事項

芸能部門及び催し物部門出演者数 人 1,365/1,400 0 0

参観者数（延べ人数） 人 9,126/14,000 0 0

事
業
成
果

成果目標
　地域における生涯学習の振興及び芸術文化の向上を目的として文化祭を実施し、その事業内
容を充実させるため、出展数・出演者数・参観者数を成果指標とする。

成　果

成果指標名（実績値/目標値） 単位
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）

関連事業

その他 その他の内容

事　業　内　容 （金額を含めた予算の執行内容）

１．概要　講演、発表会、講座や会議、サークルなど、幅広く活用されている施設の維持管理
２．業務　公民館施設内の消防設備、音響設備、浄化槽設備の点検業務をはじめ警備、清掃、
          管理業務、建物管理（修繕）
３．区分別　利用者件数・利用者数　　サークル数：26団体

４．利用者件数・利用者数の推移

【富津公民館管理運営費】　26,308,879円
●旅費　　　　　　　　　　　　 6,700円　公民館管理運営用普通旅費
●需用費　　　　　　　　　12,014,962円　公民館管理運営用消耗品費、Ａ重油・混合ガソリン
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　電気料・水道料・ガス料金、ブラインド交換工事　他
●役務費　　　　　　　　　　 446,578円　電話料、燃料油地下タンク漏洩検査手数料、
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　建物総合損害共済保険料　他
●委託料　　　　　　　　　11,372,657円　管理業務委託、警備業務委託、清掃業務委託、
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　草刈業務委託、各種設備保守点検等業務委託
●使用料及び賃借料　　　　　 565,397円　事務機器借上料、放送受信料、備品借上料
●工事請負費　　　　　　　　 990,935円  空調設備設置工事
●備品購入費　　　　　　　　 903,650円　簡易組立式赤ちゃん休憩室、空気清浄機、電話機
●負担金補助及び交付金　　　　 8,000円　甲種防火管理者講習会負担金

貸付先

委託先・指定管理者 株式会社アルボビルメンテナンス

直接補助 間接補助 補助先

目　　的 　施設の安全性を確保し、適切な管理運営と効果的な運営により市民の利用促進を図る。

事
　
業
　
概
　
要

対　象 市民
対象者数(全住民に対する割合)

40,402 人（ 100.0 ％

実施方法

直接実施 ○ 業務委託 一部委託 ○ 指定管理

実施主体

貸付

事業開始年度 昭和59年度

根拠法令等 社会教育法・富津市公民館及び市民会館の設置及び管理等に関する条例・条例施行規則

実施の背景
　社会教育法に基づき、市民のための自主的な学習活動の場を提供するため、昭和59年に富津
公民館を開館した。

事務区分 自治事務 ○ 法定受託事務

基本的な
施策の方向

施策番号 作成責任者 茂木　伸弘

公民館費

事 業 名 富津公民館管理運営費 担当課 公民館

総合戦略施策名
基本目標 担当係 富津公民館

科　　目 款 10 教育費 項 4 社会教育費 目 3

事業番号 60 35 20 1 成果説明書・掲載事業 ○

事業シート（概要説明書）

単年度用
R4決算用

学級 サークル 講習

件数 90 522 157 95 51 0 5 47 8 975

人数 1,356 4,020 4,997 4,546 1,325 0 197 3,267 26 19,734

その他区 分
講習会・研修会・実習等

文化事業 一般会議 相談等 合 計
検診

予防注射
発表会

件数 人数 件数 人数 件数 人数 件数 人数 件数 人数

975 19,734 992 14,862 487 7,492 888 34,377 1,070 48,832

令和元年度 平成30年度令和４年度 令和３年度 令和２年度
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公民館費

事 業 名 富津公民館管理運営費 担当課 公民館

科　　目 款 10 教育費 項 4 社会教育費 目 3

事業番号 60 35 20 1 成果説明書・掲載事業 ○

事業シート（概要説明書）

単年度用
R4決算用

事業の自己評価

 市民の自由な憩いの場や学習の場としての公民館の管理・運営を行い、また、公民館運営審議
会による各種の公民館事業の調査審議を諮り、サークル活動、文化活動及びスポーツ・レクリ
エーション活動等を行った。新型コロナウイルス感染症拡大防止対策のうえ主催事業や貸館を
行い、利用件数は前年度と同程度、利用者数は前年度より増加した。

比較参考値

その他
特記すべき事項

公民館利用者数 人 19,734 14,862 7,492

事
業
成
果

成果目標
　生涯学習の基盤であり、社会教育施設の中核でもある公民館の適正な管理・運営と施設の充
実を図り、市民の利用促進を図ることが目的であるため、公民館の利用件数と利用者数を成果
とした。

成　果

成果指標名（実績値/目標値） 単位

単位当たりコスト 総事業費 ／ 公民館利用者数 円 1,747

事
業
実
績

令和２年度

公民館利用件数 件 975 992 487

2,640 　3,856

令和４年度 令和３年度

令和３年度 令和２年度

講習会・研修会・実習等開催件数 件 769 648 397

一般財源 20,866 20,056 18,834 18,926

活動実績

活動指標名（実績値/目標値） 単位 令和４年度

文化事業・発表会開催件数 件 142 44 16

財
　
源

合　計 27,920 26,309 30,968 20,978

国県支出金
3,161 880

その他特財
2,254 1,092 5,554 2,052

その他特財の内容 公共施設等マネジメント基金繰入金、富津公民館使用料、雑入

国県支出金の内容 コロナ臨時交付金

地方債 4,800 2,000 5,700

0.80 人

2,107 0.90 人 1,952

総事業費 36,091 34,480 39,242 28,889

その他 1,026 その他 395

5,959

臨時職員等 1.10 人 2,080 1.10 人 2,080 1.10 人

6,091 0.80 人 6,167 0.80 人正職員 0.80 人 6,091

賃金 307

1.90 人 8,274 1.70 人 7,911

その他 10

20,978

内　訳

委託料 11,206 需用費 12,015 需用費 10,705 工事請負費 11,619

委託料 9,860 委託料 8,593

工事請負費 4,825 工事請負費 991 工事請負費 9,381 需用費 449
使用料及び

賃借料
701

コ
　
ス
　
ト

事
　
業
　
費

(

人
件
費
を
除
く

)

合　計 27,920 26,309 30,968

需用費 10,602 委託料 11,373

備品購入費 904 役務費 627

人
件
費

合　計 1.90 人 8,171 1.90 人 8,171

その他 586

[ 単位：千円 ] 令和５年度（予算） 令和４年度（決算） 令和３年度（決算） 令和２年度（決算）
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）

関連事業

その他 その他の内容

事　業　内　容 （金額を含めた予算の執行内容）

１． 概要　　富津公民館が主催する講座等の企画・立案を行い、受講者を募集して開催した。
２． 業務　　年間を通して講座を実施し、地域性を活かした多様な学習機会の場を提供する。
３． 学級・講座開催状況

【富津公民館学級・講座関係費】
　　　　　409,112円
●報償費　390,000円　各種学級・講座講師謝礼
●需要費　　7,912円　消耗品
●役務費　 11,200円　切手代

貸付先

委託先・指定管理者

直接補助 間接補助 補助先

目　　的
　市民の教養の向上、健康の増進、情操の純化を図り、生活文化の振興、社会福祉の増進に寄
与する。

事
　
業
　
概
　
要

対　象 市民
対象者数(全住民に対する割合)

40,402 人（ 100.0 ％

実施方法

直接実施 ○ 業務委託 一部委託 指定管理

実施主体

貸付

事業開始年度 昭和59年度

根拠法令等 社会教育法

実施の背景 　学級・講座を通じて教育の向上・健康を増進し、もって市民の福祉の向上を図る。

事務区分 自治事務 ○ 法定受託事務

基本的な
施策の方向 ② 自慢できる地域力を高める 施策番号 6 作成責任者 茂木　伸弘

公民館費

事 業 名 富津公民館学級・講座関係費 担当課 公民館

総合戦略施策名
基本目標 ＿２自分のくらす地域を好きになる 担当係 富津公民館

科　　目 款 10 教育費 項 4 社会教育費 目 3

事業番号 60 35 23 1 成果説明書・掲載事業 ○

事業シート（概要説明書）

単年度用
R4決算用
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公民館費

事 業 名 富津公民館学級・講座関係費 担当課 公民館

科　　目 款 10 教育費 項 4 社会教育費 目 3

事業番号 60 35 23 1 成果説明書・掲載事業 ○

事業シート（概要説明書）

単年度用
R4決算用

事業の自己評価

　学級・講座事業は、新型コロナウイルス感染症対策のうえ実施した。
　前年度と比べると、開催回数、参加延人数ともに同程度となった。
　市民の生活課題や地域社会の共通課題を把握するとともに、多様化している市民のニーズに
対応した学級・講座を開設しつつ、学校や各種団体等とも連携し、誰もが参加しやすい環境づ
くりが課題となる。

比較参考値

その他
特記すべき事項

※学級・講座受講者募集広報配布部数内訳
回覧数1,900部×1回＋生涯学習情報提供誌配布部数800部＝2,700部

事業満足度の向上（高齢者教室） ％ －/90 －/90 －/90

公民館教室・講座参加者数 人 1,356 1,327 871

事
業
成
果

成果目標
 公民館が主催する学級・講座の参加者にアンケートを実施し、内容の満足度を調査する。（全
体集計値及び、高齢者を対象とした学級講座の値を対象とする）

成　果

成果指標名（実績値/目標値） 単位

単位当たりコスト 総事業費 ／ 学級講座開催回数 円 61,556

事
業
実
績

令和２年度

事業満足度の向上（全体集計） ％ 100/90 99/90 －/90

59,096 72,571

令和４年度 令和３年度

令和３年度 令和２年度

公民館学級・講座開催回数 回 90 94 70

一般財源 528 409 360 272

活動実績

活動指標名（実績値/目標値） 単位 令和４年度

学級・講座受講者募集等広報配布部数 部 2,700 2,700 2,700

財
　
源

合　計 528 409 360 272

国県支出金

その他特財
その他特財の内容

国県支出金の内容

地方債

0.50 人

1,341 0.50 人 1,084

総事業費 5,659 5,540 5,555 5,080

3,724

臨時職員等 0.70 人 1,324 0.70 人 1,324 0.70 人

3,807 0.50 人 3,854 0.50 人正職員 0.50 人 3,807

1.20 人 5,195 1.00 人 4,808

272

内　訳

報償費 500 報償費 390 報償費 330 報償費 245

役務費 15 役務費 16

役務費 13 需用費 8 需用費 15 需用費 11コ
　
ス
　
ト

事
　
業
　
費

(

人
件
費
を
除
く

)

合　計 528 409 360

需用費 15 役務費 11

人
件
費

合　計 1.20 人 5,131 1.20 人 5,131

[ 単位：千円 ] 令和５年度（予算） 令和４年度（決算） 令和３年度（決算） 令和２年度（決算）
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）

関連事業

その他 その他の内容

事　業　内　容 （金額を含めた予算の執行内容）

１．概要　　富津公民館において、富津市在住者及び市内中学校卒業生で二十歳の方を対象に、
　　　　　　その多くの方が就職や進学など、それぞれの道を歩みだした18歳から2年が経過した時期に
　　　　　　式典を開催することで、それまでの様々な経験を友人と共有する場とするとともに、
　　　　　　式典を経ることで大人としての自覚を考えるきっかけとする。

２．業務　　二十歳代表による実行委員会を組織して企画運営を行った。
　　　　　　自身が中学3年生時に書いた「二十歳への手紙」を後日送付した。

３．実行委員会の開催　二十歳代表の実行委員10人が実行委員会を立ち上げ、二十歳の集いの
　　　　　　　　　　　企画を検討した。

４．出席者の状況

【成人式事業】753,699円
●報償費　　　357,570円　式典記念品、実行委員等記念品
●需用費　　　 14,137円　式典用消耗品
●役務費　　　 56,348円　郵送料（案内状・記念品・二十歳への手紙）
●委託料　　　325,644円　電算業務委託（名簿及びラベルシール作成）
　　　　　　　　　　　　 二十歳の集い式典看板作成委託

貸付先

委託先・指定管理者 (株)ディー・エス・ケイ

直接補助 間接補助 補助先

目　　的
　成人の日の趣旨から、青年を祝福するとともに、社会を形成する一員としての責任を促し激
励する。

事
　
業
　
概
　
要

対　象
当該年度に新たに二十歳になった市内在住者及び市内中学校卒
業生

対象者数(全住民に対する割合)

410 人（ 1.0 ％

実施方法

直接実施 ○ 業務委託 一部委託 ○ 指定管理

実施主体

貸付

事業開始年度 昭和59年度

根拠法令等 国民の祝日に関する法律

実施の背景
　「国民の祝日に関する法律」による成人の日の、「大人になったことを自覚し、自ら生き抜
こうとする青年を祝い励ます。」という趣旨から、式典にて祝福する。

事務区分 自治事務 ○ 法定受託事務

基本的な
施策の方向

施策番号 作成責任者 茂木　伸弘

公民館費

事 業 名 成人式事業 担当課 公民館

総合戦略施策名
基本目標 担当係 富津公民館

科　　目 款 10 教育費 項 4 社会教育費 目 3

事業番号 60 35 25 1 成果説明書・掲載事業 ○

事業シート（概要説明書）

単年度用
R4決算用
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公民館費

事 業 名 成人式事業 担当課 公民館

科　　目 款 10 教育費 項 4 社会教育費 目 3

事業番号 60 35 25 1 成果説明書・掲載事業 ○

事業シート（概要説明書）

単年度用
R4決算用

事業の自己評価
　二十歳代表による実行委員会を組織して式典の企画運営を行った。
　記念事業として「Futtsu Twenty（ビンゴ大会）」を実施し、中学3年生時に自身が書いた
「二十歳への手紙」を後日郵送した。

比較参考値

その他
特記すべき事項

　民法の改正により、令和4年4月から成年年齢が20歳から18歳に引き下げられたことに伴い、
式典の名称を「成人式」から「二十歳の集い」に変更した。

二十歳の集い出席率 ％ 69.5 67.6 -

事
業
成
果

成果目標
　二十歳代表による実行委員会を設立し、式典の企画運営を行う。
　また、記念品を贈呈することで出席率を増加させる。

成　果

成果指標名（実績値/目標値） 単位

単位当たりコスト 総事業費 ／ 成人式出席者数 円 17,993

事
業
実
績

令和２年度

二十歳の集い出席者数 人 285/410 271/401 -/437

18,572 -

令和４年度 令和３年度

令和３年度 令和２年度

実行委員会会議の回数 回 9 7 6

一般財源 662 754 604 823

活動実績

活動指標名（実績値/目標値） 単位 令和４年度

実行委員会延べ出席者数 人 76 52 48

財
　
源

合　計 662 754 604 823

国県支出金

その他特財
その他特財の内容

国県支出金の内容

地方債

0.50 人

575 0.50 人 1,084

総事業費 5,036 5,128 5,033 5,631

3,724

臨時職員等 0.30 人 567 0.30 人 567 0.30 人

3,807 0.50 人 3,854 0.50 人正職員 0.50 人 3,807

0.80 人 4,429 1.00 人 4,808

823

内　訳

報償費 345 報償費 358 報償費 329 報償費 422

委託料 195 委託料 218

役務費 100 役務費 56 役務費 65 役務費 183

需用費 20
コ
　
ス
　
ト

事
　
業
　
費

(

人
件
費
を
除
く

)

合　計 662 754 604

委託料 195 委託料 326

需用費 14 需用費 15

人
件
費

合　計 0.80 人 4,374 0.80 人 4,374

使用量及び
賃借料

2

[ 単位：千円 ] 令和５年度（予算） 令和４年度（決算） 令和３年度（決算） 令和２年度（決算）

出席率 君津市 木更津市 袖ケ浦市

令和４年度 68.4% 66.7% 73.5%

令和３年度 60.4% 71.2% 76.7%

令和２年度 中止 中止 中止
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）

3

事業番号 60 35 30 1 成果説明書・掲載事業

事業シート（概要説明書）

基本的な
施策の方向

施策番号 作成責任者 堀越　和憲

公民館費

事 業 名 旧峰上地区公民館管理運営費 担当課 公民館

総合戦略施策名
基本目標 担当係 市民会館

科　　目 款 10 教育費 項 4 社会教育費 目

事業開始年度 昭和38年度

根拠法令等 社会教育法・富津市公民館及び市民会館の設置及び管理等に関する条例、条例施行規則

実施の背景
　社会教育法に基づき、市民のための自主的な学習活動の場所を提供するため、昭和38年度に
峰上地区公民館を開館した。
　その後、令和4年3月31日をもって閉館となった。

事務区分 自治事務 ○ 法定受託事務

目　　的 　閉館となった旧峰上地区公民館の施設解体に向けた管理業務を行う。

事
　
業
　
概
　
要

対　象 市民
対象者数(全住民に対する割合)

40,402 人（ 100.0 ％

実施方法

直接実施 ○ 業務委託 一部委託 指定管理

実施主体

貸付 貸付先

委託先・指定管理者

直接補助 間接補助 補助先

関連事業

その他 その他の内容

事　業　内　容 （金額を含めた予算の執行内容）

１．概要　　施設の管理
２．業務　　閉館となった旧峰上地区公民館の施設解体に向けた管理
３．利用者件数・利用者数の推移

【旧峰上地区公民館管理運営費】
●委託料　109,450円　警備業務委託（令和4年8月31日まで）

単年度用
R4決算用

件数 人数 件数 人数 件数 人数 件数 人数 件数 人数

0 0 118 1,839 68 2,084 116 2,339 170 2,494

令和４年度 令和３年度 令和２年度 令和元年度 平成３０年度



- - -

3

事業番号 60 35 30 1 成果説明書・掲載事業

事業シート（概要説明書）

公民館費

事 業 名 旧峰上地区公民館管理運営費 担当課 公民館

科　　目 款 10 教育費 項 4 社会教育費 目

単年度用
R4決算用

[ 単位：千円 ] 令和５年度（予算） 令和４年度（決算） 令和３年度（決算） 令和２年度（決算）

コ
　
ス
　
ト

事
　
業
　
費

(

人
件
費
を
除
く

)

合　計 5,599 109 1,332

人
件
費

合　計 0.10 人 761 0.10 人 761

1,356

内　訳

委託料 5,599 委託料 109 委託料 1,301 委託料 1,291

役務費 23 需用費 42

需用費 8 役務費 23

1.40 人 4,999 0.70 人 3,630

2,979

臨時職員等 0.00 人 0 0.00 人 0 1.00 人

761 0.40 人 3,084 0.40 人正職員 0.10 人 761 0.10 人

1,915 0.30 人 651

総事業費 6,360 870 6,331 4,986

財
　
源

合　計 5,599 109 1,332 1,356

国県支出金

その他特財
5,500 25 23

その他特財の内容 公共施設等マネジメント基金繰入金、峰上地区公民館使用料

国県支出金の内容

地方債

令和３年度 令和２年度

講習会・研修会・実習等開催回数 回 0 1 0

一般財源 99 109 1,307 1,333

活動実績

活動指標名（実績値/目標値） 単位 令和４年度

文化事業・発表会開催回数 回 0 66 29

令和２年度

公民館利用件数 件 0 118 68

3,442 2,393

令和４年度 令和３年度

単位当たりコスト 総事業費 ／ 公民館利用者数 円 0

事
業
実
績

事業の自己評価
　令和4年3月31日をもって閉館となったため、使用していた備品等の回収及び施設解体に向け
た調整を行った。

比較参考値

その他
特記すべき事項

令和5年度　旧峰上地区公民館解体工事設計業務委託
令和6年度　旧峰上地区公民館解体工事（予定）

公民館利用者数 人 0 1,839 2,084

事
業
成
果

成果目標 令和4年3月31日閉館

成　果

成果指標名（実績値/目標値） 単位
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）

4

事業番号 60 45 10 1 成果説明書・掲載事業 ○

事業シート（概要説明書）

基本的な
施策の方向

施策番号 作成責任者 堀越　和憲

市民会館費

事 業 名 市民会館管理運営費 担当課 公民館

総合戦略施策名
基本目標 担当係 市民会館

科　　目 款 10 教育費 項 4 社会教育費 目

事業開始年度 平成元年度

根拠法令等 社会教育法・富津市公民館及び市民会館の設置及び管理等に関する条例、条例施行規則

実施の背景
　社会教育法に基づき、市民のための自主的な学習活動の場所を提供するため、平成元年度に
市民会館を開館した。

事務区分 自治事務 ○ 法定受託事務

目　　的 　施設の安全性を確保し、適正な管理と効率的な運営により、市民の利用促進を図る。

事
　
業
　
概
　
要

対　象 市民
対象者数(全住民に対する割合)

40,402 人（ 100.0 ％

実施方法

直接実施 ○ 業務委託 一部委託 ○ 指定管理

実施主体

貸付 貸付先

委託先・指定管理者 株式会社佐生

直接補助 間接補助 補助先

関連事業

その他 その他の内容

事　業　内　容 （金額を含めた予算の執行内容）

１．概要　　　講演、発表会、講座、会議、サークル等、幅広く活用されている施設の維持管理
２．業務　　　公民館施設内の消防設備、音響設備、浄化槽設備の点検業務をはじめ、警備、清掃、
　　　　　　　管理業務、建物管理（修繕）
３．区分別　　利用件数・利用人数　　サークル数：26団体

４．利用者件数・利用者数の推移

【市民会館管理運営費】　49,181,473円
●需用費　　　　　　　　11,048,371円　管理消耗品、燃料費、光熱水費、誘導灯設備修繕　他
●役務費　　　　　　　　   464,270円　電話料、浄化槽法定検査手数料、建物総合損害保険　他
●委託料                10,919,919円　管理業務委託、警備業務委託、清掃業務委託
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　各種設備保守点検等業務委託
●使用料及び賃貸料       7,215,894円　土地借上料、事務機器借上料、放送受信料、備品借上料
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　AED借上料
●工事請負費            18,620,019円　空調設備改修工事、1階男女トイレ汚水配管改修工事
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　照明増設工事
●備品購入費　　　　       913,000円　簡易組立式赤ちゃん休憩室、空気清浄機

単年度用
R4決算用

学級 サークル 講習

件数 49件 309件 69件 33件 68件 24件 91件 19件 84件 746件

人数 597人 2,933人 979人 672人 895人 729人 4,137人 915人 2,841人 14,698人

検診・
予防注射

発表会 その他 合　計区分
講習会・研修会・実習等

文化事業 一般会議 相談等

件数 人数 件数 人数 件数 人数 件数 人数 件数 人数

746 14,698 341 16,942 569 11,676 1,365 25,811 1,443 22,145

令和４年度 令和３年度 令和２年度 令和元年度 平成３０年度
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4

事業番号 60 45 10 1 成果説明書・掲載事業 ○

事業シート（概要説明書）

市民会館費

事 業 名 市民会館管理運営費 担当課 公民館

科　　目 款 10 教育費 項 4 社会教育費 目

単年度用
R4決算用

[ 単位：千円 ] 令和５年度（予算） 令和４年度（決算） 令和３年度（決算） 令和２年度（決算）

コ
　
ス
　
ト

事
　
業
　
費

(

人
件
費
を
除
く

)

合　計 35,082 49,181 28,644

委託料 10,918 需用費 11,048

使用料及び
賃貸料

7,216 役務費 442

人
件
費

合　計 2.30 人 11,788 2.25 人 9,405

その他 616

28,119

内　訳

需用費 13,594 工事請負費 18,620 需用費 11,422 委託料 9,051

委託料 9,244 需用費 8,589
使用料及び

賃借料
7,438 委託料 10,920

使用料及び
賃貸料

7,110
使用料及び

賃貸料
6,940

工事請負費 2,516 工事請負費 2,856

2.10 人 9,526 2.60 人 10,918

その他 683その他 1,377 その他 426

7,448

臨時職員等 1.00 人 1,891 1.35 人 2,553 1.15 人

6,852 0.95 人 7,323 1.00 人正職員 1.30 人 9,897 0.90 人

2,203 1.60 人 3,470

総事業費 46,870 58,586 38,170 39,037

財
　
源

合　計 35,082 49,181 28,644 28,119

国県支出金
14,221 408

その他特財
4,158 1,868 2,158 253

その他特財の内容 公共施設等マネジメント基金繰入金、市民会館使用料、雑入

国県支出金の内容 コロナ臨時交付金

地方債

令和３年度 令和２年度

講習会・研修会・実習等開催件数 件 427 57 370

一般財源 30,924 33,092 26,078 27,866

活動実績

活動指標名（実績値/目標値） 単位 令和４年度

文化事業・発表会開催件数 件 52 109 37

令和２年度

市民会館利用件数 件 746 341 569

2,463 3,343

令和４年度 令和３年度

単位当たりコスト 総事業費 ／ 市民会館利用者数 円 3,986

事
業
実
績

事業の自己評価

　市民会館のトイレ配管の修繕、空調設備や照明設備等の改修を行い、設備の維持管理に努め
ることができた。
　また、貸館やサークル活動も始まったことから市民会館の利用件数も回復傾向に転じること
になった。

比較参考値

その他
特記すべき事項

市民会館利用者数 人 14,698 16,942 11,676

事
業
成
果

成果目標
　生涯学習の基盤であり、社会教育施設の中核でもある公民館の適正な管理・運営と施設の充
実を図り、市民の利用促進を図る。

成　果

成果指標名（実績値/目標値） 単位
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）

4

事業番号 60 45 13 1 成果説明書・掲載事業 ○

事業シート（概要説明書）

基本的な
施策の方向 ② 自慢できる地域力を高める 施策番号 6 作成責任者 堀越　和憲

市民会館費

事 業 名 市民会館学級・講座関係費 担当課 公民館

総合戦略施策名
基本目標 ＿２自分のくらす地域を好きになる 担当係 市民会館

科　　目 款 10 教育費 項 4 社会教育費 目

事業開始年度

根拠法令等 社会教育法

実施の背景 　学級・講座を通じて教養の向上、健康を維持し、もって市民の福祉向上を図る。

事務区分 自治事務 ○ 法定受託事務

目　　的
　市民の教養の向上、健康の増進、情操の純化を図り、生活文化の振興、社会福祉の増進に寄
与する。

事
　
業
　
概
　
要

対　象 市民
対象者数(全住民に対する割合)

40,402 人（ 100.0 ％

実施方法

直接実施 ○ 業務委託 一部委託 指定管理

実施主体

貸付 貸付先

委託先・指定管理者

直接補助 間接補助 補助先

関連事業

その他 その他の内容

事　業　内　容 （金額を含めた予算の執行内容）

１．概要　　市民会館において主催される講座等の企画・立案を行い受講生を募集し開催した。
２．業務　　年間を通して地域性を活かした多様な学習機会の場を提供する。
３．学級・講座開催状況

【市民会館学級・講座関係費】
　　　　　239,021円
●報償費  225,000円　各種学級・講座講師謝礼
●需用費　 14,021円　消耗品

単年度用
R4決算用

№ 講　座　名 回数 人数 № 講　座　名 回数 人数

1 歴史探訪講座 9 153 11 健康料理教室 5 71

2 エコ・スクール 7 80 12 健康増進教室 4 37

3 和菓子教室 6 64 13 シルバー生きがい学級 中止 中止

4 コーヒー講座 3 21 14 シニアのためのスマートフォン講座 1 13

5 小筆教室 4 34 15 フォトスクール 中止 中止

6 ディスカバーふっつ 4 56

7 こどもダンス教室 中止 中止

8 こどもチャレンジ教室 中止 中止

9 お話し会（おはなしライブ） 中止 中止

10 ポールウォーキング教室 6 68 49 597合　　計
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4

事業番号 60 45 13 1 成果説明書・掲載事業 ○

事業シート（概要説明書）

市民会館費

事 業 名 市民会館学級・講座関係費 担当課 公民館

科　　目 款 10 教育費 項 4 社会教育費 目

単年度用
R4決算用

[ 単位：千円 ] 令和５年度（予算） 令和４年度（決算） 令和３年度（決算） 令和２年度（決算）

コ
　
ス
　
ト

事
　
業
　
費

(

人
件
費
を
除
く

)

合　計 487 239 32

需用費 30 需用費 14

人
件
費

合　計 1.10 人 3,797 1.55 人 5,793

201

内　訳

報償費 440 報償費 225 役務費 17 報償費 155

報償費 10 需用費 29

役務費 17 需用費 5 役務費 17

0.50 人 2,117 1.50 人 6,421

4,469

臨時職員等 0.80 人 1,513 1.05 人 1,986 0.30 人

3,807 0.20 人 1,542 0.60 人正職員 0.30 人 2,284 0.50 人

575 0.90 人 1,952

総事業費 4,284 6,032 2,149 6,622

財
　
源

合　計 487 239 32 201

国県支出金

その他特財
その他特財の内容

国県支出金の内容

地方債

令和３年度 令和２年度

市民会館学級・講座開催回数 回 49 2 32

一般財源 487 239 32 201

活動実績

活動指標名（実績値/目標値） 単位 令和４年度

学級・講座受講生募集等広報配布部数 部 4,600 800 2,700

令和２年度

事業満足度の向上（全体集計） ％ 94/90 －/90 －/90

1,074,500 206,938

令和４年度 令和３年度

単位当たりコスト 総事業費 ／ 学級・講座開催回数 円 123,102

事
業
実
績

事業の自己評価
　教室・講座の参加者募集を行ったが、参加者が集まらずに「シルバー生きがい学級」など中
止した教室・講座があった。

比較参考値

その他
特記すべき事項

※学級・講座受講者募集広報配布部数内訳
回覧数1,900部×2回+生涯学習情報提供誌配布部数800部＝4,600部

事業満足度の向上（シルバー生きがい学級） ％ －/90 －/90 －/90

学級・講座参加者数 人 597 4 370

事
業
成
果

成果目標
　公民館が主催する学級・講座の参加者にアンケートを実施し、内容の満足度を調査する。
（全体集計値及び高齢者を対象とした学級講座の値を対象とする。）

成　果

成果指標名（実績値/目標値） 単位



- - -

）

関連事業

その他 その他の内容

事　業　内　容 （金額を含めた予算の執行内容）

１． 概要　　富津埋立記念館の維持管理

２． 業務　　施設の修繕、夜間警備、消防設備点検、浄化槽維持管理、清掃業務。
             土曜日・日曜日の管理業務は、シルバー人材センターへ委託。

３． 利用者数の推移

【富津埋立記念館管理運営費】
　　　　　　　　　　2,924,582円
●需用費　　　　　　　863,606円　埋立記念館管理運営用消耗品、電気料・水道料、修繕料
●役務費　　　　　　　 73,524円　電話料、浄化槽法定検査手数料、建物総合損害共済保険料
●委託料　　　　　　1,857,872円　管理業務委託、各種設備保守点検等委託
●使用料及び貸借料　　 15,180円　清掃用モップ借上料
●備品購入費　　　　　114,400円　空気清浄機

貸付先

委託先・指定管理者 富津市シルバー人材センター

直接補助 間接補助 補助先

目　　的
　かつて江戸前の食の文化を支えた遠浅で豊かな海の姿を偲び、当時の人々の暮らしや感動を
後世に伝えるために建設された富津埋立記念館を管理運営し、この地域で盛んであった海苔を
はじめとする漁業関係資料等を展示公開し、地域の魅力を発信する。

事
　
業
　
概
　
要

対　象 市民
対象者数(全住民に対する割合)

40,402 人（ 100.0 ％

実施方法

直接実施 ○ 業務委託 一部委託 ○ 指定管理

実施主体

貸付

事業開始年度 平成5年度

根拠法令等 富津市埋立記念館の設置及び管理に関する条例

実施の背景 　転業漁民の要望により、県企業庁で建設し富津市に寄贈された。

事務区分 自治事務 ○ 法定受託事務

基本的な
施策の方向

① 地域の魅力をより多くの人に伝える 施策番号 1 作成責任者 茂木　伸弘

埋立記念館費

事 業 名 富津埋立記念館管理運営費 担当課 公民館

総合戦略施策名
基本目標 ＿２自分のくらす地域を好きになる 担当係 富津公民館

科　　目 款 10 教育費 項 4 社会教育費 目 7

事業番号 60 75 5 1 成果説明書・掲載事業 ○

事業シート（概要説明書）

単年度用
R4決算用

年　度 利用者数 決算額(円)
利用者1人あたり

金額(円)

令和４年度 2,937 2,810,182 957

令和３年度 1,732 2,676,243 1,545

令和２年度 761 2,142,790 2,816

令和元年度 1,426 3,070,353 2,153

平成30年度 2,425 2,275,790 938



- - -

埋立記念館費

事 業 名 富津埋立記念館管理運営費 担当課 公民館

科　　目 款 10 教育費 項 4 社会教育費 目 7

事業番号 60 75 5 1 成果説明書・掲載事業 ○

事業シート（概要説明書）

単年度用
R4決算用

事業の自己評価
　新型コロナウイルス感染症拡大防止対策のうえ開館したことや、団体利用の回復により、利
用者数が昨年度より増加となった。
　引き続き、利用者数の増加に努めていく。

比較参考値

君津市漁業資料館
令和４年度決算額（管理運営費）5,241,843円　入館者数　696人
令和３年度決算額（管理運営費）4,888,469円　入館者数　275人
令和２年度決算額（管理運営費）5,147,311円　入館者数　338人
令和元年度決算額（管理運営費）3,705,882円　入館者数　959人

その他
特記すべき事項

事
業
成
果

成果目標 　埋立記念館の有効活用の指標とするため、利用者数を成果目標とする。

成　果

成果指標名（実績値/目標値） 単位

単位当たりコスト 総事業費 ／ 埋立記念館利用者数 円 2,355

事
業
実
績

令和２年度

埋立記念館利用者数 人 2,937/1,800 1,732/2,100 761/2,000

3,879 8,155

令和４年度 令和３年度

令和３年度 令和２年度

埋立記念館開館日数 日 291 292 198

一般財源 0 1 0 0

活動実績

活動指標名（実績値/目標値） 単位 令和４年度

財
　
源

合　計 3,910 2,925 2,676 2,143

国県支出金
114

その他特財
3,910 2,810 2,676 2,143

その他特財の内容
埋立記念館使用料、社会教育施設管理運営基金利子、社会教育施設管理運営基金繰入
金

国県支出金の内容 コロナ臨時交付金

地方債

0.40 人

958 0.50 人 1,084

総事業費 7,901 6,916 6,718 6,206

使用料及び
賃借料

15

2,979

臨時職員等 0.50 人 946 0.50 人 946 0.50 人

3,045 0.40 人 3,084 0.40 人正職員 0.40 人 3,045

使用料及び
賃借料

15

0.90 人 4,042 0.90 人 4,063

2,143

内　訳

委託料 1,988 委託料 1,858 委託料 1,838 委託料 1,472

需用費 750 需用費 583

役務費 81 備品購入費 114 役務費 73 役務費 73
使用料及び

賃借料
16

コ
　
ス
　
ト

事
　
業
　
費

(

人
件
費
を
除
く

)

合　計 3,910 2,925 2,676

需用費 1,825 需用費 864

役務費 74
使用料及び

賃借料
15

人
件
費

合　計 0.90 人 3,991 0.90 人 3,991

[ 単位：千円 ] 令和５年度（予算） 令和４年度（決算） 令和３年度（決算） 令和２年度（決算）


